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よりよい手術医療を
受けるために

手術看護認定看護師　小泉 匡司

看護師

耳 情報より

以前、「術前の減煙には効果がありません」と書きました。
その後、「頑張って減らしても効果がないの?」という質問を、
何人かの患者さんから受けました。

＊普段の禁煙と、術前の禁煙は別物です
　多くの方が、禁煙する理由はなんでしょうか。「将来、がんになりたくない」「家族に嫌がられる」などさまざまです
よね。少し極端な言い方をすると、術前禁煙の目的は、ただ一つ「手術から回復までを無事に乗り越える」ためです。

＊周術期（手術中だけでなく、その前後を含めた一連の期間）における喫煙の影響
❶一酸化炭素の影響による酸欠

タバコの煙には一酸化炭素が含まれます。呼吸によって取り込まれた酸素は、血液中のヘモグロビンという
色素とくっついて体の隅 ま々で運ばれます。しかし、一酸化炭素は、酸素と比べ200倍もヘモグロビンと結びつく
力が強いため、酸素が体に取り込まれなくなります。喫煙者は慢性的な酸欠状態です。

❷ニコチンによる血管収縮
ニコチンには血管を収縮させる作用があります。酸素は血液の流れにのって運ばれるので、血管が収縮する

と酸素は十分にいきわたりません。また、血管が収縮することで脳梗塞や心筋梗塞のリスクは、非喫煙者の3～
6倍になるといわれます。

❸痰の増加と、吐き出す力の低下
喫煙者は、気管に慢性的な炎症を起こしているため、痰の量が増えています。気管の内側には線毛という毛

が隙間なく生えており、これが痰を上へとかき出すことで吐き出すことができるのです（線毛運動）。一酸化炭
素には、線毛の動きを麻痺
させる作用があります。線
毛の動きが回復するために
は時間がかかります。1本
でも10本でも、タバコを
吸っている限り回復しませ
ん。減煙では効果がない
のです。手術後は麻酔の
影響で咳をする反射も低
下するので、痰を誤嚥※し
肺炎を起こすリスクも高く
なります。

近年増えてきた加熱式タバコについては、まだデータが少なく、健康に対するはっきりとした影響はわかりませ
ん。しかし、タバコ葉を加熱し蒸気を吸引するため、ニコチンが含まれます。術前は、通常のタバコ同様に禁煙して
ください。
　前回（やわらぎ151号11ページ）も、「『先生にお任せです』ではダメですよ」と書きました。どんなに医者がよい
手術をしても、患者さんに頑張っていただかなければよい結果にはつながりません。手術を受ける患者さんの義務
だと思って、必ず禁煙をお願いします。

※誤嚥…飲食物や唾液などが誤って気道に入ってしまうこと

第16回糖尿病地域連携友の会開催
おやつを食べながら楽しく談話♪ 低糖質（ロカボ※）デザートバイキング
栄養科 糖尿病療養指導士・管理栄養士　森 美和子

栄養科
通　信

　8月4日（土）の午後1時半から午後4時まで、第16
回糖尿病地域連携友の会を開催しました。患者さん、
ご家族24名と中塔糖尿病センター長、勅使川原医長
をはじめ、中国学園大学の学生さんを含む糖尿病医
療チームの27名が参加しました。また、福山の村上記
念病院から看護師さん2名が見学に来られました。
　今回は、日頃は我慢されているおやつの低糖質（ロ
カボ）デザートバイキングにしました。おやつの前後に
は、血糖を測定し、血糖がどのくらい上昇するかを考
え、日頃の療養の工夫などを楽しく話していただく
ワールド・カフェ※※スタイルにしました。
　おやつは10種類の低糖質（手作り＆市販品）を用
意しました。手作りのお菓子は、ティラミス、チーズ
ケーキ、トマトゼリー、コーヒーゼリーです。市販品は、
半熟チーズスフレ、ブランのチアシードクッキー、パリ
パリ食感の枝豆チップス、チョコレートムース、チー
ズ・トマトリッツ、どら焼きです。血糖測定後に、エネ
ルギー量、糖質量などの栄養成分表示を見ながら3
種類のお菓子（糖質10～15g）と飲み物を選んでいた
だきました
　ミニレクチャーでは、中塔糖尿病センター長が糖尿
病治療の進歩をお話ししました。バイキングについて
は、皆さん、デザートを選べることを喜ばれ、「糖尿病
になると甘いものはダメだと思っていたので、工夫次
第でおいしい物が食べられるとわかり、うれしかった」

「どれもおいしく、最近感じたことがないほど、甘味の
オンパレードでした」「炭水化物10ｇで血糖はどのくら
い上がるのか？ と思ったが、昼食時のインスリンで全
く上がらず、残念」など、たくさんの感想がありました。
次回は、2019年2月頃を予定しています。多くの方の
参加をお待ちしています。

※ロカボ…low-carbohydrate（低炭水化物）の略であるlow 
carb（ローカーボ）が語源。極端な糖質制限も含んでしまう
ローカーボに対し、1食で20～40gの適正な糖質の摂取を
推奨している。
参考：一般社団法人 食・楽・健康協会
　　  https://locabo.net/about/
※※ワールド・カフェ…カフェにいるようなくつろいだ雰囲
気で、少人数に分かれテーブルで自由に対話して話し合い
を進める手法

臨床工学科技士長　林 啓介

臨床工学技士は
「医療機器の安全・安心」を提供しています

シリーズ
医療安全

　臨床工学技士は「医師の指示の下に、生命維持管
理装置の操作及び保守点検」を業とする医療機器の
専門医療職です。医師をはじめ、看護師等と共にチー
ムの一員として患者さんの生命維持をサポートしてい
ます。
　当院の臨床工学技士は21名（吉備病院2名含む）
で、中央機器管理部門、血液浄化部門（人工透析な
ど）、手術部門、循環器部門、内視鏡部門などで業務
をしています。臨床工学技士は、院内でよく目にする
輸液ポンプやモニター、そして生命維持に関わってく

るような人工呼吸器、人工透析装置、麻酔器、除細動
器など、100種類以上の機器を管理しています。また、
他職種のスタッフに対して医療機器の勉強会を開催
し、理解を深めてもらう取り組みも行っています。現在
では当直体制もとっており、365日24時間いつでも医
療機器のトラブルや臨床支援に対応しています。
　病院では多くの職種が専門性を活かしながら従事
することで、安心・安全な医療が提供できます。臨床
工学技士も医療機器をとおして、その一翼を担ってい
ます。
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